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□ （1） 幕府や藩は、土地の開墾に力を注ぎ、大きな（　　　　）を開発した。

□ （2）

□ （3）

□ （4）

□ （5）

□ （6）

□ （7）

□ （8）

□ （9）

□ （10）

□ （11）

□ （12）

江戸の間には、木綿や油、しょう油を運ぶ（　①　）や酒を運ぶ（　②　）が定期的に往復した。 ①　　　　　　　　②

東北や北陸地方の年貢米を運送するため（　①　）廻り航路や（　②　）廻り航路が開かれた。①　　　　　　　　②

九十九里浜（千葉県）で大規模な（　　　　　）漁が行われた。

紀伊（和歌山県）や土佐（高知県）では捕鯨や（　①　）漁が、蝦夷地ではにしん漁や（　②　）漁がさ

かんになった。
①　　　　　　　　②

手紙や荷物を運ぶ人。

愛媛県にある銅山。

栃木県にある銅山。

江戸時代に全国に流通した日本独自の銅貨。

農業のときに使用する深く耕すことのできる農具。

農業のときに使用する脱穀を効率的におこなう農具。

農村でつくられている、原料となる麻、あぶらなや染料に使うあいなどの作物。

目標時間

10分

(間違えた番号) 

1    2    3    4    5    6    7    8   9 10

11 12

日付 1回目 日付 2回目 日付 3回目

1.農業の発達と幕府政治の動き

第3章 近世の日本

3節 産業の発達と幕府政治の動き

(間違えた番号)

1    2    3    4    5    6    7    8   9 10

11 12

(間違えた番号)

1    2    3    4    5    6    7    8   9 10

11 12
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□ （1） 江戸は「将軍の（　　　　　　）」といわれる城下町で、18世紀には人口が100万人の大都市だった。

□ （2）

□ （3）

□ （4）

□ （5）

□ （6）

□ （7）

□ （8）

□ （9）

□ （10）

□ （11）

□ （12）

□ （13）

□ （14）

□ （15）

□ （16）

□ （17）

菱川師宣は町人の風俗をえがき、（　　　　）の祖となった。

正月の雑煮や七草、節分の豆まき、ひな祭り、こいのぼり、盆踊りなど。

江戸で有名になった歌舞伎役者。

俳諧（俳句）で自己の内面を表現する新しい作風を生み出した人物。

17世紀前半に俵屋宗達の影響を受けた人物。大和絵のはなやかな装飾がを大成させた。

武士や町人の生活をもとに浮世草子（小説）を書いた人物。

人形浄瑠璃を発展させた人物。

上方で有名になった歌舞伎役者。

江戸幕府の第五代将軍。

（7）のころ学ばれた、儒学の中でも身分秩序を重視する学問。

京都や大阪を中心とする上方で生まれた新しい文化。

京都は（　①　）織や（　②　）焼など優れた工芸品を生産した。 ①　　　　　　　　②

江戸・大阪・京都を（　　　　）と呼ぶ。

都市で大商人がつくった同業者組織。幕府の許可を得て営業を独占していた。

全国の商業や金融の中心地大阪は「天下の（　　　）」と呼ばれた。

諸藩は、大阪に（　　　　）を置き、米や特産物を販売した。

目標時間

10分

(間違えた番号) 

1    2    3    4    5    6    7    8   9 10

11 12 13 14 15 16 17

日付 1回目 日付 2回目 日付 3回目

2.都市の繁栄と元禄文化

第3章 近世の日本

3節 産業の発達と幕府政治の動き

(間違えた番号)

1    2    3    4    5    6    7    8   9 10

11 12 13 14 15 16 17

(間違えた番号)

1    2    3    4    5    6    7    8   9 10

11 12 13 14 15 16 17
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□ （1） 1716年の（　　　　　）が第八代将軍になったときに、幕府は財政難に苦しんだ。

□ （2）

□ （3）

□ （4）

□ （5）

□ （6）

□ （7）

□ （8）

□ （9）

□ （10）

□ （11）都市では、米の買いしめをした商人に対する（　　　　）が起こった。

□ （12）一揆の中心人物がわからないように、円形に署名した状。

19世紀ごろに、大商人や地主がおこなった、工場をつくり人をやとって分業で商品をつくる工業。

農村で多くの村が団結して、領主に年貢の軽減や不正を働く代官の交代などを要求する一揆。

農業の発達にともなって、農具などを購入するなど、農民にも貨幣が必要になり、土地を手放して

（　①　）になる者や、土地を買い集めて（　②　）になる者など、農民の間で貧富の差が広がった。
①　　　　　　　　②

農民が作物を自分で製品に加工して問屋にうる工業。

18世紀ごろから問屋が農民に織機やお金を前貸しして、布を織らせ、製品を安く買い取る工業。

裁判の基準となる法律。

庶民の意見を聞く箱。

（1）が行った改革。財政は一時的に立ち直った。

（1）は武士に質素・倹約を命じ、（　　　　）の制を定めた。参勤交代で大名が江戸にいる期間を1年

から半年に短縮するかわりに、1万石につき、100石の米を幕府におさめさせた。

目標時間

10分

(間違えた番号) 

1    2    3    4    5    6    7    8   9 10

11 12

日付 1回目 日付 2回目 日付 3回目

3.享保の改革と社会の変化

第3章 近世の日本

3節 産業の発達と幕府政治の動き

(間違えた番号)

1    2    3    4    5    6    7    8   9 10

11 12

(間違えた番号)

1    2    3    4    5    6    7    8   9 10

11 12
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□ （1）

□ （2）

□ （3）

□ （4）

□ （5）

□ （6）

□ （7）

□ （8）

□ （9）

□ （10）

□ （11）

□ （12）諸藩が発行した紙幣。藩内だけで通用した。

政治批判を禁じたり、（　　　）を厳しく統制したので、人々の反感をかった。

1792年にロシアの使節（　　　　　）が蝦夷地の根室に来航し、通商を求めた。

1804年に長崎に来たロシアの使節。

祖父の徳川吉宗の政治を理想とする改革。

江戸の湯島に（　　　　　）をつくり、朱子学以外の学問を教えることを禁じた。

（　　　　）令を出すとともに、旗本や御家人が札差からしていた借金を帳消しにした。

1782年に（　　　　）のききんは翌年の浅間山の大噴火による凶作で、全国に広がった。

各地で（　①　）や（　②　）が起こり、（1）は老中をやめさせられた。 ①　　　　　　　　②

1787年に老中になった人物。

18世紀後半、低い身分の武士から老中になった（　　　　）は、商工業の力を利用して幕府の財政を

立て直そうとした

地位や特権を求めて（　　　　）が横行した。

目標時間

10分

(間違えた番号) 

1    2    3    4    5    6    7    8   9 10

11 12

日付 1回目 日付 2回目 日付 3回目

4.田沼の政治と寛政の改革

第3章 近世の日本

3節 産業の発達と幕府政治の動き

(間違えた番号)

1    2    3    4    5    6    7    8   9 10

11 12

(間違えた番号)

1    2    3    4    5    6    7    8   9 10

11 12
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□ （1） 18世紀半ば、国学を大成させた人物。

□ （2）

□ （3）

□ （4）

□ （5）

□ （6）

□ （7）

□ （8）

□ （9）

□ （10）

□ （11）

□ （12）

□ （13）

□ （14）

□ （15）

諸藩で（　　　　）を設け、武士に学問や武道を教え、人材の育成に図った。

町や農村で、読み・書き・そろばんなどの実用的な知識を教えた場所。

俳句で絵のような風景を表現した人物。

俳句で農民の素朴な感情を表現した人物。

オランダ商館の医者（　　　　　）が医学塾を開いた。

（　①　）や（　②　）は風景画に優れた作品を残した。 ①　　　　　　　　②

貸本屋が発達し、「東海道中膝栗毛」を書いた人物。

「南総里見八犬伝」を書いた人物。

19世紀はじめの江戸を中心とする庶民がにないてとなる文化。

浮世絵の技術も進み、鈴木春信が（　　　　）と呼ばれる多色刷りの美しい版画を始めた。

美人画の浮世絵を書いた人物。

ヨーロッパの解剖書を翻訳した「解体新書」を出版した人物。

オランダ語でヨーロッパの文化を学ぶこと。

19世紀はじめに、ヨーロッパの測量技術で全国の海岸線を測量し、正確な日本地図をつくった人物。

目標時間

10分

(間違えた番号) 

1    2    3    4    5    6    7    8   9 10

11 12 13 14 15

日付 1回目 日付 2回目 日付 3回目

5.新しい学問と化政文化

第3章 近世の日本

3節 産業の発達と幕府政治の動き

(間違えた番号)

1    2    3    4    5    6    7    8   9 10

11 12 13 14 15

(間違えた番号)

1    2    3    4    5    6    7    8   9 10

11 12 13 14 15
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□ （1） 1808年にイギリスの軍艦が長崎港に侵入する事件。

□ （2）

□ （3）

□ （4）

□ （5）

□ （6）

□ （7）

□ （8）

□ （9）

□ （10）

□ （11）

□ （12）

□ （13）西日本の諸藩は財政を立て直すために独自の改革を行い、政治的な発言力を持つようになった藩。

物価の上昇をおさえるために、営業を独占している株仲間に（　　）を命じた。

江戸や大阪周辺の農村を（　　）にしようとしたが、大名や旗本の強い反対にあい、改革はわずか

2年余りで失敗し、忠邦は老中をやめさせられた。

肥前藩や薩摩藩は、外国船に対する軍備を強化し、（　　　　）を建設して、大砲を製造した。

（6）は1837年、弟子など300人ほどで大商人をおそい、米やききんで苦しむ人々に分けようとした

できごと。

1841年に老中の水野忠邦が行った改革。

（　①　）令を出して、町人の派手な風俗を取り締まり、政治批判や風紀を乱す（　②　）の出版を禁

止した。
①　　　　　　　　②

外国船の打ち払いを批判する書物を書いた蘭学者の人物（2人）。

（4）が1839年に幕府によって厳しい処罰を受けた事件。

大坂町奉行所の役人で陽明学者の人物。

1825年に幕府が出した外国船に対する法律。

漂流民を引き渡そうとしたアメリカの商館を砲撃した事件。

目標時間

10分

(間違えた番号) 

1    2    3    4    5    6    7    8   9 10

11 12 13

日付 1回目 日付 2回目 日付 3回目

6.外国船の出現と天保の改革

第3章 近世の日本

3節 産業の発達と幕府政治の動き

(間違えた番号)

1    2    3    4    5    6    7    8   9 10

11 12 13

(間違えた番号)

1    2    3    4    5    6    7    8   9 10

11 12 13

https://iidrill.com/

